
私は2012～14年の間、グンゼグループCSR報告書の第
三者意見を執筆させて頂いた。
当時のCSR報告書は、グンゼグループのCSR活動が包括
的に記載されていたが、その中でも「働きやすい職場づく
り」、「お客さまに信頼される事業活動」に関する記載が充
実していることに特徴があり、人を大事にする社風がよくわ
かる内容であった。たとえば、「女性きらきらプロジェクト」
「明るく楽しく元気よく（ATG）プロジェクト」「職場の元気
力向上プロジェクト」などの社長直轄のプロジェクトの活
動や、「お客さまの声」共有システムで、商品の改良を継続
的に行っている様子などはその好例であろう。
当時のCSR報告書は、多くのステークホルダーの中でも特
に従業員とお客さまを読み手の中心に据えていたように思
う。従業員の働くモチベーションの向上を図り、お客さまの
信頼を得ることで、企業として発展していくという意思が伝
わる内容であり、私はグンゼグループのCSR経営にとても
好感を持った。その一方で、CSR報告書のなかに投資家に
対する情報提供の機能を付加することも、将来的な課題と
して検討してはどうかという旨を、第三者意見で提言をさせ
て頂いた。

3年の期間を置いて、2018年度の第三者意見を執筆する
機会を頂き、レポートの内容が大きく変わっていることに驚
いた。まず名称が「グンゼ統合レポート」に変わっている。国
際統合報告評議会（ I IRC）のフレームワークを基に「統合
報告」の形式を採用するとともに、サステナビリティー報告
書の国際的なガイドラインである「G R Iガイドライン 第4

版」に基づき、グンゼグループにとって重要な分野（マテリ
アリティー）を特定した上で、PDCAマネジメントにより推
進・改善を図っている。さらにこれらのCSR活動が、「持続
可能な開発目標（SDGs）」の各項目にどのように対応して
いるのかを示している。これらは、投資家に対する情報提供
を目指した改善であろう。
その一方、お客さまを大切にする社風は変わっていない。た
とえば、アレルギーや敏感肌に悩むお客さまの声をもとにし
た低刺激性インナーの開発、アンジェラちゃんの施術の事
例で紹介された再生血管の開発などである。「現場の声」
を分析し、商品やサービスの改善に真摯に取り組んでいる
点は、創業から120年以上もの長期にわたり、お客さまから
信頼を獲得し続けているグンゼの競争優位性の源泉であ
ろう。このように、グンゼ統合レポート2018を拝読すると、
従前のCSR報告書の素晴らしいところを保持しつつ、投資
家の投資判断に資する情報提供の機能を付加しており、一
段とレベルアップした様子がよくわかる。
今後は、さらに記載内容を充実されると、より素晴らしい統
合報告になっていくのではないだろうか。たとえば、長期経
営戦略と価値創造ストーリー、リスクと見通しなどの記載
がさらに充実すれば、より投資家の投資判断に資するよう
な報告書に昇華すると思う。また、従前から真摯に取り組ん
でこられた活動について、今後も積極的に紹介をされるこ
とをお願いしたい。お客さまの「よろこび」を追求し続ける経
営姿勢はグンゼグループの特徴だと思う。3年の期間を置
いて拝見したグンゼ統合レポート2018は、企業としての発
展を予感させる素晴らしいレポートに仕上がっているので
はないだろうか。
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今回から、CSR報告書を「統合レポート」と改名し発行しました。これは投資家様に対しての
情報発信ツール「統合報告書」発行に向けた道程とするためです。当社は、2017年度から
「守りのCSR（法令順守、社会貢献活動）」に加え「攻めのCSR・CSV（共通価値の創造）」に
積極的に取り組んできました。グンゼ流に言い換えれば「創業の精神」の実践となります。先
ずは構成員の具体的な行動を促すためにマテリアリティを特定した上で、SDGｓとの関連付
けをし、アウトサイドインの考え方を全員が共有できる仕掛けにしました。2018年度では、
CSR推進単位で中期経営計画（CAN 20）終了時点のKPI（重要業績評価指標）を定め、
CSVの実践に取り組んでまいります。グンゼグループの製品・サービスがお客さまのここちよ
さを実現できるよう、高野先生には引き続きご指導をお願いいたします。
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毎年6月末までに開催

ホームページでは、企業情報や
製品・サービス情報を掲載しています。 
最新の決算情報やニュースリリースが
ご覧いただけます。
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ウェブサイト

IR窓口

沿 革
創業者・波多野鶴吉が地域産業振興を
目的に京都府何鹿郡（現：京都府綾部市）
に郡是製絲株式会社を設立

パリ万国博覧会において金牌を受賞

輸出生糸を米国スキンナー商会に特約販売開始

正量取引を開始

郡是女学校設置

ニューヨークにグンゼシルクコーポレーション設立

塚口絹製品工場でフルファッションの靴下生産開始

宮津工場でメリヤス肌着の生産開始

ミシン糸事業開始（現：繊維資材事業部）

プラスチック事業開始

ファンデーション（婦人下着）事業開始

社名をグンゼ株式会社に変更

パンティストッキングの生産開始

緑化事業開始（現：グンゼグリーン株式会社）

グンゼ包装システム株式会社設立
（プラスチックフィルムの印刷加工・販売）

「社是」制定

パジャマセンター設置
（現：ハウスカジュアルセンター）

エンジニアリングプラスチックス事業開始

グンゼスポーツ株式会社設立

メディカル開発室設置（現：メディカル事業部）
電子部品事業開始
つかしん（塚口工場跡地）オープン

SOZ事業本部設置（現：メカトロ事業部）

グンゼコーポレートブランドロゴの制定

創立100周年（グンゼ博物苑 オープン）

電子部品事業部設置・エンプラ事業部設置

株式会社つかしんタウンクリエイト設立
（ショッピングセンターの運営・管理）

グンゼエンジニアリング株式会社設立
（エンジニアリング・省エネサービス事業）

「明日をもっと、ここちよく」
ブランドステートメント制定

QOL研究所設立 
あやべグンゼスクエア オープン

大阪市女性活躍リーディングカンパニーに認定

株式会社ジーンズ・カジュアル ダンを子会社化

大阪府と包括連携協定を締結
グンゼメディカルジャパン株式会社設立
（メディカル材料の販売）
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